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第１章 計画の策定にあたって 

１．計画策定の背景 

平成 23 年(2011 年)８月に施行されたスポーツ基本法にも記載されているとおり、スポーツを

通じて幸福で豊かな生活を営むことは人々の権利であり、誰もが自身の関心や適正に応じて、日

常的にスポーツに関連する活動に参画できる機会が確保されている必要があります。 

「人生 100 年時代」といわれる今日において、一人ひとりの生涯を充実させるための活動とし

てスポーツの役割がますます重要視されているなか、新型コロナウイルス感染症の影響によるス

ポーツ活動の制限や、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催は、スポーツが持つ「心

身の健康保持への影響力」や「人の心を動かす力」、「楽しさ」などを再確認するきっかけとなり

ました。 

また、デジタル技術の革新やビッグデータの活用は、人々のライフスタイルに大きな影響を与

えるとともに、スポーツのオンライン指導やＶＲ（仮想現実）やＡＲ（拡張現実）をしたスポー

ツ体験など、これまでにないスポーツとの関わりを作り出しました。 

一方で、吹田市（以下、「本市」といいます。）ではアンケート等の結果から仕事や子育てなど

が忙しいため運動ができない割合が一定数いることや、子供の体力調査1の結果が全国の平均値

よりも低い傾向にあることが明らかになっています。 

本市では、これまでに独自の様々な体育振興、スポーツ推進を行ってきました。今後は、これ

らの社会状況も踏まえながら、国や府の施策と整合を図りながら取組を計画的に進めていくこと

が重要になります。 

また、スポーツ施設等の老朽化が進むなかで、吹田市公共施設（一般建築物）個別施設計画に

おける基本方針も踏まえつつ、市民のニーズにも応えながら、将来の施設の在り方を示していく

必要があります。 

そこで、本市におけるスポーツの推進をソフト・ハードの両面から一体的に推進していくため、

「吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針）」（以下、「本計画」といいます。）を策定す

るものです。 

 

 

  

                            
1 「令和 4 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」による 
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２．本計画における「スポーツ」について 

（１）スポーツの定義 

本計画では、スポーツ基本法や国の「第３期スポーツ基本計画」を踏まえ、勝敗や記録を競う

競技スポーツだけでなく、健康づくりのためのウォーキングやジョギング、レクリエーションス

ポーツやアウトドアスポーツ、介護予防のための軽い運動など、様々なかたちで自発的に楽しむ

身体的活動を幅広く「スポーツ」とします。 

 

（２）スポーツとのかかわり 

スポーツは、実際に自分が「する」だけでなく、自分の家族やアスリートがしているのを「み

る」、ボランティアやサポーターとして「ささえる」などかかわり方は様々です。 

本計画では、「する」「みる」「ささえる」の３つだけでなく、スポーツにかかわる人が相互に影

響しあうことで相乗的な効果をもたらすという考えから、スポーツを通じて人や団体、地域など

と「つながる」という視点を加え、今後のスポーツ推進のあり方を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

スポーツへのかかわり方の例 

スポーツをする 

 
●競技性の高いスポーツ 

●散歩、ストレッチ 

●レクリエーションスポー
ツ、ニュースポーツなど 

スポーツをみる 

 

●プロスポーツの試合観戦 

●家族や友達が参加する 

スポーツ大会の応援 

スポーツをささえる 

 

●子供たちへの指導 

●地域のスポーツイベントの

運営の手伝い 

スポーツでつながる 

 
●スポーツを通じた人と人との交流による仲間づくり 

●スポーツを通じた地域コミュニティの活性化 
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３．計画の位置付け 

（１）各種計画との関係性 

本計画は、スポーツ基本法第 10 条に基づき地方公共団体が策定する「地方スポーツ推進計画」

であり、本市がスポーツを推進する上で目指すべき施策の方向性や取組、施設整備の方針を体系

的に示したものです。 

平成 23 年(2011 年)８月に施行された「スポーツ基本法」、令和４年(2022 年)３月に策定され

た国の「第３期スポーツ基本計画」や大阪府の「第３次大阪府スポーツ推進計画」を踏まえなが

ら策定しています。 

本市における市政全体の最上位計画である「吹田市総合計画」をはじめ、多機能で利便性の高

い施設の実現を目指し個々の施設の具体的な方向性（対策の内容や実施時期）を示した「吹田市

公共施設（一般建築物）個別施設計画」、教育・生涯学習・保健福祉などの分野別計画などと連携

や整合を図り、施策を進めていきます。 

■計画の位置付けのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

吹 田 市 

吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針） 

吹田市第４次総合計画 

分野別計画 

 

●健康すいた 21 

●吹田市地域福祉計画 

●吹田健やか年輪プラン 

●吹田市障がい者計画 

●吹田市教育ビジョン 

●生涯学習（楽習）推進計画 など 

施設整備計画 

 

●吹田市公共施設総合管理計画 

●吹田市公共施設（一般建築物）個別

施設計画 

●第３次大阪府スポーツ推進計画 

大阪府 

●スポーツ基本法 

●第３期スポーツ基本計画 

国 



6 

 

（２）「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）との関係性 

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」とは、平成 27 年(2015 年)に国連において採択された、全

ての国がその実現に向けてめざすべき目標のことです。「誰一人として取り残さない」ことを基

本理念として掲げており、健康的な生活や福祉の促進、環境と調和した都市整備など、17 の分野

別目標が掲げられています。 

本計画は、本市で暮らす全ての市民がいつでも自発的に運動やスポーツに参加することができ

る環境を提供することをはじめ、心身の健康の維持増進、性別や国籍、障がいの有無などによら

ない活躍の機会の提供、スポーツを通じたパートナーシップの形成などにおいて、ＳＤＧｓの達

成に寄与するものであると考えます。 

誰一人取り残さないまちづくりに関わりのある施策を推進していくという視点をもちながら、

スポーツの推進に向けた取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画の期間 

本計画は、スポーツ施設の長期的な整備方針を示すことから、計画期間を令和６年度(2024 年

度)から令和 15 年度(2033 年度)までの 10 年間とします。なお、社会情勢の変化等に対応するた

めに、必要に応じて計画の見直しを行うこととします。 
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第２章 スポーツを取り巻く現状と課題 

１．スポーツに関する社会動向 

（１）国におけるスポーツの動向 

①スポーツ基本法の制定 

平成23年(2011年)６月、昭和36年(1961年)に制定されたスポーツ振興法が全部改正され、

国及び地方公共団体の責務、スポーツ団体の努力等を明らかにするとともに、スポーツに関す

る施策の基本となる事項を定めるスポーツ基本法が制定されました。具体的には、スポーツに

関する施策の策定、スポーツを行う者の権利利益の保護、心身の健康の保持増進、安全の確保

に配慮しつつ、スポーツの推進に主体的に取り組むよう努めることなどが明記されています。 

また、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全ての人々の権利であるとされ、ス

ポ－ツは、青少年の健全育成や、地域社会の再生、心身の健康の保持増進、社会・経済の活力

の創造、我が国の国際的地位の向上など、国民生活において多面にわたる役割を担うとされて

います。 

 

②「スポーツ基本計画」の策定 

スポーツ基本法第９条の規定に基づき、同法の理念を具体化し、国、地方公共団体及びスポ

ーツ団体等の関係者が一体となってスポーツ立国の実現をめざすための重要な指針として、平

成 24 年(2012 年)３月に「第１期スポーツ基本計画」が策定され、令和４年(2022 年)３月には

「第３期スポーツ基本計画」が策定されました。 

「第３期スポーツ基本計画」では、国民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを真

に実現できる社会を目指すには、以下の３つの新たな視点が必要であるとうたわれています。 

■「第３期スポーツ基本計画」の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

つくる／はぐくむ あつまり ともに つながる 誰もがアクセスできる 

社会の変化や状況に応じて、既

存の仕組みにとらわれずに柔

軟に対応するというスポーツ

を『つくる／はぐくむ』という

視点 

様々な立場・背景・特性を有し

た人・組織が『あつまり』、『と

もに』活動し、『つながり』を

感じながらスポーツに取り組

める社会の実現を目指すとい

う視点 

性別、年齢、障害の有無、経済

的事情、地域事情等にかかわら

ず、全ての人がスポーツにアク

セスできるような社会の実現・

機運の醸成を目指すという視

点 
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（２）大阪府におけるスポーツの動向 

①「大阪府スポーツ推進計画」の策定 

大阪府は、スポーツ基本法に基づく地方スポーツ推進計画として、平成 24 年(2012 年)４月に

「大阪府スポーツ推進計画」を策定し、令和４年(2022 年)３月には現行計画となる「第３次大阪

府スポーツ推進計画」を策定しました。 

「第３次大阪府スポーツ推進計画」では、「『スポーツ楽創都市・大阪』～スポーツとともに成

長し、楽しさあふれる大阪へ～」をめざすべきスポーツ像として掲げ、万博やＳＤＧｓの視点を

盛り込み、トップスポーツチームなどの魅力的なスポーツ資源を、観光や食といった大阪の強み

と組み合わせて最大限に活用し、「楽しさ」をキーワードに、スポーツとともに人とまちが成長す

る施策を展開するための取組を進めてくこととしています。 

■「第３次大阪府スポーツ推進計画」の施策の具体的方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大規模スポーツイベントの開催 

令和３年(2021 年)には、新型コロナウイルス感染症の影響下で東京 2020 オリンピック・パラ

リンピックが国内で開催され、社会全体でスポーツへの関心が大きく高まりました。 

大阪府では、令和９年(2027 年)には、延期となった「ワールドマスターズゲームズ関西」の開

催が予定されており、大阪・関西を舞台にしたこれらの大規模なスポーツイベントは、スポーツ

の魅力を一層高め、大阪の活力を生み出し、スポーツの力でまちづくりを進めていく絶好の機会

となっています。 

  

１の柱 誰もが地域で楽しむスポーツ・ 

健康づくり 

２の柱 成長するスポーツで 

楽しいまちづくり 

●ライフステージに応じた機会の提供 

●障がい者スポーツの推進 

●スポーツの習慣化と健康づくり 

●地域でスポーツを楽しむ環境づくり 

●スポーツコミッションによる 

生涯スポーツの推進 

●様々な形のスポーツツーリズムの推進 

●スポーツコミッションによる活力あるまち

づくりの推進 

●産業連携・技術活用による成長する 

スポーツづくり 

●人とまちを活性化するスポーツ 

イベントの展開 
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２．吹田市における現状と課題 

令和４年度（2022 年度）に実施した「吹田市のスポーツについてのアンケート調査」や、その

他各種統計データ等から、市民のスポーツに関する現状を整理しました。なお、アンケート調査

の概要については資料編（P.●）をご覧ください。 

 

（１）吹田市の人口構造 

①人口の推移と推計 

○本市の人口は増加傾向で推移しており、令和２年(2020 年)時点で総人口は約 39 万人となっ

ています。また、令和２年(2020 年)時点の高齢化率は 23.8％となっています。 

○吹田市第４次総合計画（改訂版）の将来推計では、本市の人口のピークは令和 12年(2030 年)

となっており、それ以降は減少に転じる予測となっています。また、高齢化率は上昇傾向が

続き、令和 22 年(2040 年)には 30％を超える予測となっています。 

■年齢３区分人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               資料：吹田市第４次総合計画（改訂版）、総務省「国勢調査」 

※総人口は年齢不詳を含めているため、各年齢の合計値とは一致しない 

 

■年齢３区分人口割合の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：吹田市第４次総合計画（改訂版）、総務省「国勢調査」 

※年齢不詳を除いた割合を掲載 

  

14.7 14.5 14.2 13.9 14.0 12.9 12.4 12.1 12.1 12.0

72.4 69.3 66.1 63.1 62.2 61.7 60.7 58.7 55.9 54.3

12.9 16.3 19.7 22.9 23.8 25.4 26.9 29.2 32.0 33.7

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

0～14歳 15～64歳 65歳以上

推計値

50,990 50,904 50,163 51,299 51,990 50,606 47,651 44,292 42,594 40,737

251,525 243,445 234,339 232,245 231,248 245,195 245,697 238,613 225,997 212,989

44,885 57,131 69,823 84,369 88,508
94,799 100,186 108,775 119,383 123,430

347,929 353,885 355,798 374,468 385,567
390,600 393,534 391,680 387,975 377,155

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

0～14歳 15～64歳 65歳以上

（人）
推計値
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②人口構造の特徴 

○年齢５歳区分別人口が総人口に占める割合を国や府と比較すると、本市は 0～24 歳、35～44

歳の割合が高く、60 歳代以上の割合が低くなっています。 

○高齢化率については、中核市の中では５番目に低くなっており、全国的にみても比較的若い

世代の多いまちであることがわかります。 

■年齢５歳区分人口割合の比較（令和２年(2020 年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 

※年齢不詳を除いた割合を掲載 

 

■高齢化率の比較（令和２年(2020 年)、中核市のうち下位 40 市を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 

※年齢不詳を除いた割合を掲載 
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福
山
市

福
井
市

高
槻
市

甲
府
市

鳥
取
市

山
形
市
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（２）吹田市のスポーツの現状 

①運動・スポーツの実施状況 

○運動・スポーツの実施頻度をみると、『週に１日以上』（「週に３日以上」と「週に１日～２

日」の合算）は 65.1％となっています。国調査と比較すると、『週に１日以上』は本市が 8.7

ポイント上回っています。 

○『週に１日以上』と回答した割合を男女年代別でみると、男性は 18～20 歳代から 30 歳代に

かけて上昇し、それ以降は 60 歳代までほぼ横ばいが続く傾向となっています。60 歳代まで

仕事や子育てなどにより十分な時間が取れない一方で、70 歳代以降は健康づくりへの関心

が高まり、十分な時間があるために運動・スポーツの実施頻度が高まっているものと考えら

れます。 

○一方で女性については、30 歳代で割合が低下するものの、それ以降は上昇に転じる傾向とな

っています。なかでも 40 から 50歳代まででは国調査を大きく上回っており、運動への意識

の高さがうかがえます。 

■運動・スポーツの実施頻度（全体・男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運動・スポーツの実施頻度（男女年代別、『週に１日以上』の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国調査はスポーツ庁「令和３年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（令和３年 11 月調査）」に基づく 

※国調査と比較する場合、本市調査結果は不明・無回答を除外した値を掲載している 

  

30.4

32.4

31.0

33.1

26.0

32.7

33.1

33.1

20.2

20.8

23.0

19.2

23.3

14.1

13.0

14.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体（n＝20,000）

全体（n＝587）

男性（n=239）

女性（n=338）

国
吹
田
市

週に３日以上 週に１日～２日 週に１日未満 運動しなかった・

わからない

吹
田
市 

国 

56.3

61.3

62.5

63.2
60.9

73.5

60.0

54.4

63.8

72.5

67.8

75.9

40％

50％

60％

70％

80％

18～

20歳代

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

男性 吹田市

（n=239）

男性 国

（n=9,959）

女性 吹田市

（n=338）

女性 国

（n=10,041）
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②運動・スポーツ実施の阻害要因 

○運動・スポーツを実施できなかった理由については、仕事や家事・育児が忙しいことや面倒

くさいといった理由が多くなっています。 

○国調査と比較すると、忙しいという理由が多くみられる一方、面倒くさい、運動・スポーツ

が嫌いという回答は少なくなっています。 

○市内外に通勤・通学する人口の多い本市の特性として「忙しい」という回答が多くなってい

ることがうかがえます。一方で、運動・スポーツをしたくないという意向は比較的低くなっ

ていることもうかがえます。 

■運動・スポーツを実施できなかった理由（左：全体・できなかった理由、右：全体、最も大きな理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.0

14.0

3.3

2.5

4.1

5.8

5.0

0.8

7.4

6.6

1.7

0.8

0.0

5.0

5.0

0.0

23.1

20.5

3.8

1.3

3.4

1.9

4.8

1.4

3.4

5.2

7.4

4.2

0.1

1.9

12.3

5.3

0％ 20％ 40％ 60％

仕事や家事や育児が忙しいから

面倒くさいから

子どもに手がかかるから

仲間がいないから

お金に余裕がないから

場所や施設がないから

年をとったから

運動・スポーツ以上に

大切なことがあるから

生活や仕事で体を動かしているから

病気やけがをしているから

運動・スポーツが嫌いだから

コロナウイルス感染症対策によるスポーツの

必要性に対する意識の変化

指導者がいないから

その他

特に理由はない

わからない

吹田市（n=121）

国（n=8,704）

58.2

32.8

14.9

14.2

13.4

11.9

11.2

9.0

9.0

6.0

6.0

4.5

3.0

6.7

6.7

0.0

42.6

39.2

10.1

11.0

15.7

11.2

18.2

6.5

10.1

8.4

17.3

9.2

2.3

2.1

12.3

5.3

0％ 20％ 40％ 60％

仕事や家事や育児が忙しいから

面倒くさいから

子どもに手がかかるから

仲間がいないから

お金に余裕がないから

場所や施設がないから

年をとったから

運動・スポーツ以上に

大切なことがあるから

生活や仕事で体を動かしているから

病気やけがをしているから

運動・スポーツが嫌いだから

コロナウイルス感染症対策によるスポーツの

必要性に対する意識の変化

指導者がいないから

その他

特に理由はない

わからない

吹田市（n=134）

国（n=8,704）
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③今後の運動・スポーツに対する意向 

○今後実施してみたい運動・スポーツは、「ウォーキング」や「トレーニング」、「登山・ハイキ

ング・トレイルランニング」など、ひとりでも始められ、健康づくりにつながる種目の回答

の割合が高くなっています。 

○今後の運動・スポーツ実施意向をみると、18～20 歳代、30～40 歳代の「あまりしていない

が、今後する予定である」の割合が 20％以上となっており、スポーツを行う意欲が高いこと

がうかがえます。女性については、30 歳代で「している」が低く、「あまりしておらず、今

後もするつもりはない」が高くなっており、運動・スポーツに対する意向が低いことがうか

がえます。 

■今後実施してみたい運動・スポーツ（全体・年代別） 

                          （単位：％） 

全体（n=448） 18～20 歳代（n=40） 30 歳代（n=73） 40 歳代（n=91） 

１ ウォーキング 22.5 １ 
キャンプ・オートキャ

ンプ 
27.5 １ 

キャンプ・オートキャ

ンプ 
27.4 １ トレーニング 24.2 

１ トレーニング 22.5 ２ 
登山・ハイキング・ト

レイルランニング 
22.5 ２ トレーニング 26.0 ２ 

エアロビクス・ヨガ・

ピラティス 
22.0 

３ 
エアロビクス・ヨガ・

ピラティス 
18.3 ３ 

エアロビクス・ヨガ・

ピラティス 
20.0 ３ 

エアロビクス・ヨガ・

ピラティス 
23.3 ３ 

ランニング・ジョギン

グ 
20.9 

（参考）国調査（n=20,000） 50 歳代（n=105） 60 歳代（n=73） 70 歳代（n=62） 

１ ウォーキング 29.2 １ トレーニング 28.6 １ ウォーキング 28.8 １ ウォーキング 29.0 

２ トレーニング 12.3 ２ ウォーキング 25.7 ２ 
登山・ハイキング・ト

レイルランニング 
26.0 ２ 体操 22.6 

３ 
エアロビクス・ヨガ・

バレエ・ピラティス 
11.2 ３ 

登山・ハイキング・ト

レイルランニング 
25.7 ３ トレーニング 21.9 ３ 

アクアエクササイズ・

水中ウォーキング 
12.9 

 

■今後の運動・スポーツ実施意向（男女年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.8

52.9

61.3

64.1

63.2

60.9

78.3

70.7

62.1

57.4

71.0

80.6

76.9

70.7

16.1

23.5

32.3

23.1

12.3

15.2

2.2

12.6

24.1

14.8

21.0

9.7

3.8

6.9

6.4

5.9

3.2

5.1

8.8

10.9

2.2

6.0

6.9

22.2

3.2

0.0

5.8

0.0

12.7

17.6

3.2

7.7

15.8

13.0

17.4

10.7

6.9

5.6

4.8

9.7

13.5

22.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=236）

18～20歳代（n=17）

30歳代（n=31）

40歳代（n=39）

50歳代（n=57）

60歳代（n=46）

70歳代（n=46）

全体（n=317）

18～20歳代（n=29）

30歳代（n=54）

40歳代（n=62）

50歳代（n=62）

60歳代（n=52）

70歳代（n=58）

男
性

女
性

している あまりしていないが、今後する予定である

あまりしておらず、今後する予定もない 不明・無回答

男
性 

女
性 
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④子供の体力について 

○小学校 5年生及び中学校 2年生を対象とする体力・運動能力調査では、全国的に子供の体力

は低下している傾向があります。 

〇全国平均との比較では、本市の小学校 5年生の男女、中学校 2年生の男女ともに全国平均を

下回っており、小学校 5年生の男子を除き、令和元年度比で全国平均との差は拡大していま

す。 

■小学校 5 年生の体力合計得点の推移（左：男子、右：女子） 

     

■中学校 2 年生の体力合計得点の推移（左：男子、右：女子） 

     

   資料：吹田市教育委員会「令和 4 年度全国体力・運動能力運動習慣等調査 調査結果の概要」 

  

(点) (点) 

(点) (点) 
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⑤新しいスポーツに対するニーズ 

○アーバンスポーツの体験や関心の程度をみると、全体の 7.3％が「体験したことがある」と

回答しており、「体験したことがある」と「体験したことはないが、関心がある」をあわせる

と約 25％の方が関心を持っていることがわかります。年代別でみると、18～20 歳代、30～

40 歳代において一定の関心があることがわかります。 

○体験したことがある、または体験してみたいアーバンスポーツについては、ボルダリングや

スケートボード、ＢＭＸなど、東京 2020 オリンピックで採用された種目の関心が高くなっ

ていることがうかがえます。  

■アーバンスポーツの体験・関心の程度（市民調査：全体・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■体験したことがある・体験してみたいアーバンスポーツ（市民調査、施設利用者調査：全体） 

 

 

 

 

  

7.3

9.8

18.9

13.4

5.9

0.9

0.0

17.6

33.4

17.7

27.7

15.6

15.3

5.8

73.4

56.9

61.1

58.0

78.5

82.9

89.9

1.6

0.0

2.2

0.9

0.0

0.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=624）

18～20歳代（n=51）

30歳代（n=90）

40歳代（n=112）

50歳代（n=135）

60歳代（n=111）

70歳代（n=119）

体験したことがある 体験したことはないが、関心がある

体験したことはなく、関心もない 不明・無回答

62.8

30.8

17.3

15.4

12.8

10.3

8.3

7.7

7.1

0.0

7.1

58.4

32.8

16.8

16.1

11.7

8.8

9.5

8.8

6.6

0.7

6.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

ボルダリング

スケートボード

ＢＭＸ

３×３（３人制バスケットボール）

ストリートダンス

パルクール

ダブルダッチ

インラインスケート

スラックライン

その他

不明・無回答

市民（n=156）

施設利用者（n=137）
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⑥障がい者スポーツについて 

○障がい者スポーツに対する関心については、スポーツ関係団体への調査では６割以上が「あ

る」と回答している一方、市民調査では２割程度まで低下しています。また、市民調査では

「わからない」が全体の約半数を占めており、障がいのある方の参加できるスポーツについ

て身近に感じられないことなどが背景にあると考えられます。 

○障がい者スポーツの推進に必要なこととして、市民調査・スポーツ関係団体調査ともに施設

整備を求める声が多くなっています。スポーツ関係団体調査では、障がい者スポーツを体験

する機会についても必要であるという認識が高くなっており、障がいのある方に配慮した施

設整備だけでなく、障がい者スポーツを体験できる機会の拡充による理解促進も重要である

と認識していることがうかがえます。 

 

■障がい者スポーツへの関心 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障がい者スポーツの推進に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.5

63.4

24.8

3.3

48.6

21.3

5.1

12.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

市民(n=624)

団体(n=183)

ある ない わからない 不明・無回答

57.2 

35.4 

34.5 

28.5 

26.0 

2.2 

12.7 

71.6

48.1

55.7

26.8

45.9

0.5

8.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

障がい者に配慮した施設・設備の整備

障がい者スポーツ種目の紹介・広報

障がい者スポーツの体験・参加の機会

障がい者スポーツを観戦する機会

指導者の養成と指導力の向上

その他

不明・無回答

市民(n=624)

団体(n=183)

全体（n=624）
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⑦スポーツ観戦の経験 

○スポーツ観戦の経験として、現地での観戦については「野球」や「サッカー」、「ゴルフ」な

どが高くなっています。テレビやインターネットでの観戦についても「野球」や「サッカー」

が現地観戦と同様に上位となっているほか、「マラソン、駅伝」や「フィギュアスケート、ス

ピードスケート、アイスホッケー等」が現地観戦と比べて順位が高くなっています。 

○吹田市内で観戦したいスポーツについては、男女ともに、「サッカー」が最も高く、次いで

「野球」となっています。また、男性では「ラグビー」、女性では「ダンス」が高くなってい

ます。 

■１年間のスポーツ観戦の経験（上位 10 件、左：全体・現地で観戦、右：全体・テレビやネットで観戦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■吹田市内で観戦したいスポーツ（全体・男女別） 

 

 

 

 

  

17.5

14.2

4.3

4.3

3.8

3.3

2.8

2.3

2.3

2.0

0％ 10％ 20％ 30％

野球

サッカー

ゴルフ

マラソン、駅伝

ラグビー

バスケットボール

陸上競技

アメリカンフットボール

大相撲

フィギュアスケート、スピードス

ケート、アイスホッケー等

全体（n=624）

60.4

43.2

40.0

37.9

29.7

29.0

27.6

20.6

19.0

18.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

野球

サッカー

マラソン、駅伝

フィギュアスケート、スピードス

ケート、アイスホッケー等

ゴルフ

大相撲

バレーボール

陸上競技

テニス

ラグビー

全体（n=624）

45.4

29.3

16.2
16.0

15.4
13.9

12.7 12.4

7.7 7.5 6.2 5.6
5.2

2.7

8.7

47.7

38.7

21.6

13.1

17.1

12.6
4.5 12.1

8.0
11.1 11.1

3.5
6.0

3.5

8.5

43.6

22.2

11.6

17.8
14.5

14.5
18.9

12.7

7.6
4.4 2.9

7.3
4.7

2.2

9.1

0％

20％

40％

60％

全体(n=624)

男性(n=258)

女性(n=355)
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⑧ガンバ大阪について 

○ガンバ大阪の認知状況をみると、何らかの形で応援しているという回答は 39.3％で、その内

の約４割がパナソニックスタジアム吹田へ応援に行ったと回答しています。 

○ガンバ大阪に期待することとしては、優待観戦イベントや市民向けのふれあいイベントなど、

チームや選手を間近で感じられるような取組が期待されています。 

 

■ガンバ大阪に対する意識（左：ガンバ大阪の認知状況、右：ガンバ大阪に期待すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

パナソニックスタジアム

吹田へ応援に行った

15.4%

他市のスタジアム

に応援に行った

0.3%

テレビ観戦等で

応援している

23.6%

応援していない

24.2%

吹田をホームタウン

とするチームである

ことを知らない

2.7%

存在することすら

知らない

0.5%

特になし

29.3%

不明・無回答

4.0%
全体（n=624）

35.7

26.0

14.6

2.2

38.5

3.2

0％ 20％ 40％ 60％

優待観戦イベントの実施

市民向けのふれあい

イベントなどの実施

スポーツ教室の実施

その他

特になし

不明・無回答

全体（n=624）
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⑨運動・スポーツに関するボランティア活動の参加意向 

○運動・スポーツのボランティア参加状況をみると、『行った』（「日常的・定期的に行った」と

「イベント・大会で不定期に行った」の合算）は 3.7％で、国調査を 4.5 ポイント下回って

います。具体的な活動内容としては、「運動・スポーツの指導」や「スポーツクラブ・団体の

運営や世話」、「大会・イベントの運営や世話」が国調査に比べて高くなっています。 

○ボランティア活動を行う・続けるためのきっかけについては、「好きなスポーツの普及・支

援」や「大会・クラブ等への家族・友人の参加」が高くなっています。 

 

■ボランティア参加状況と活動内容（左：参加状況・全体、右：活動内容・全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ボランティア活動を行う・続けるためのきっかけ（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8 1.7
4.4

2.0

91.9 96.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

国

(n=20,000)

吹田市

(n=604)

行っていない

イベント・大会で

不定期に行った

日常的・定期的

に行った

25.4 23.4 23.6
17.1 14.6 13.5

45.5 45.5
40.9

18.2 18.2

0.0

0％

20％

40％

60％

運
動
・ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

大
会
・イ
ベ
ン
ト
の

運
営
や
世
話

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

団
体
の
運
営
や
世
話

ス
ポ
ー
ツ
の
審
判

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

管
理
の
手
伝
い

そ
の
他
・わ
か
ら
な
い

国(n=1,633)

吹田市(n=22)

34.8

23.4 22.0 20.4 20.0
16.0

3.8 4.5

18.1

0％

10％

20％

30％

40％

50％

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・支
援

大
会
・ク
ラ
ブ
等
へ
の

家
族
・友
人
の
参
加

地
域
で
の
居
場
所
、

役
割
、
生
き
が
い

出
会
い
・交
流
の
場

社
会
貢
献

実
費
程
度
の
報
酬

指
導
・大
会
運
営
ス
キ
ル
の

取
得
・活
用

そ
の
他

不
明
・無
回
答

全体（n=624）
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⑩スポーツ関係団体の課題認識 

○スポーツ関係団体への調査では、スポーツ人口や指導者等、団体の運営などの課題について、

『思っている』（「思う」と「どちらかというと思う」の合算）をみると、「指導者が高齢化し

ている」や「登録者数・会員数が少ない（減少している）」、「団体運営を行う人が高齢化して

いる」など、団体運営に携わる人材の減少や高齢化の問題が高くなっていることがわかりま

す。 

○『思っている』のうち、「思う」を回答した割合に注目すると、人材の減少・高齢化に加え、

「トップレベルの指導ができる指導者が少ない」「指導者の育成が難しい」「全体的な指導者

が少ない」など、指導者の確保・育成について強い課題意識を持っている団体が多いことが

うかがえます。 

■関係団体の課題認識（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.6

26.8

4.9

17.5

28.4

40.4

55.2

13.7

38.8

16.4

21.3

19.7

46.4

14.2

36.6

63.4

8.2

13.7

37.2

38.3

13.1

24.6

43.7

28.4

27.9

29.5

32.8

26.2

31.1

34.4

33.3

21.9

35.0

24.0

12.0

17.5

21.3

22.4

54.6

36.1

13.1

18.0

6.6

38.3

13.7

31.7

23.0

24.6

8.7

40.4

14.2

3.3

30.6

37.2

9.3

3.8

10.4

5.5

5.5

3.3

2.7

7.1

4.9

9.8

10.4

7.1

2.7

5.5

4.4

1.6

24.0

14.2

2.2

1.1

3.3

4.4

2.2

1.1

0.5

2.2

1.6

4.4

3.3

3.3

1.6

8.2

1.6

1.1

14.8

8.2

5.5

7.7

13.7

12.0

7.1

8.7

7.1

9.3

8.2

11.5

10.9

10.9

7.1

9.8

8.2

6.6

10.4

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

軽スポーツやレクリエーションスポーツに

取り組む人が減っている

競技スポーツに取り組む人が減っている

大会等における成績が向上しない

選手強化を定期的に行える施設が少ない

全体的な指導者が少ない

トップレベルの指導ができる指導者が少ない

指導者が高齢化している

指導者がうまく活用されていない

指導者の育成が難しい

一貫した指導が行われていない

ジュニアレベルの指導ができる指導者が少ない

審判員が少ない

登録者数・会員数が少ない（減少している）

団体の運営費が少ない

団体運営を行う人材が少ない

団体運営を行う人が高齢化している

団体内の連携ができていない

他のスポーツ関連団体との連携ができていない

ス
ポ
ー
ツ
人
口
・
競
技
人
口

に
つ
い
て

指
導
者
等
に
つ
い
て

団
体
の
運
営
に
つ
い
て

思う どちらかというと思う どちらともいえない

どちらかというとそう思わない 思わない 不明・無回答

ス
ポ
ー
ツ
人
口
・ 

競
技
人
口
に
つ
い
て 

指
導
者
等
に
つ
い
て 

団
体
の
運
営
に
つ
い
て 

全体（n=183） 
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⑪スポーツ施設に対する満足度 

○市内スポーツ施設の満足度については、全体では「職員の応対等」や「利用料金」、「アクセ

スのしやすさ」について満足しているという回答が高くなっているが、「更衣室、シャワー、

トイレ、照明、音響など付属施設」や「駐車場の台数や広さ」については不満に感じている

という割合が高くなっています。 

 

■利用施設の満足度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用施設の満足度（「満足している」の割合、回答時利用施設別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.0

59.4

46.3

41.8

82.3

78.9

67.6

87.0

80.0

12.2

18.6

19.4

7.6

6.2

6.4

7.4
3.6

10.4

7.6

10.4

20.2

32.1
5.0

4.2

12.6
4.4

2.0

8.2

11.6

14.0

18.4

6.4

10.4

12.4

5.0

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

練習や試合でのプレーのしやすさ

更衣室、シャワー、トイレ、照明、音響など付属設備

駐車場の台数や広さ

スポーツの観戦や応援のしやすさ

利用料金

開館時間

予約・利用の仕方

職員の応対等

アクセスのしやすさ

満足している 不満に感じている わからない 不明・無回答

全体（n=499） 

単位：％ n

片山市民体育館 51 64.7 53.0 27.4 37.2 82.4

北千里市民体育館 65 78.4 64.6 57.0 35.4 80.0

山田市民体育館 53 68.0 49.1 45.2 26.4 94.4

南吹田市民体育館 35 71.4 68.6 60.0 51.4 80.0

目俵市民体育館 44 88.7 75.0 75.0 61.4 100.0

中の島スポーツグラウンド 31 77.4 32.3 29.0 35.5 96.8

桃山台スポーツグラウンド 20 45.0 45.0 15.0 40.0 60.0

山田スポーツグラウンド 30 90.0 70.0 70.0 53.3 93.3

南正雀スポーツグラウンド 18 77.8 72.2 22.2 27.8 100.0

総合運動場 41 68.2 63.4 48.8 51.2 78.0

武道館 41 85.4 85.4 39.0 61.0 73.2

片山市民プール 41 58.5 51.3 43.9 31.7 80.5

単位：％ n

片山市民体育館 51 80.4 58.8 78.5 76.5

北千里市民体育館 65 87.7 63.1 89.2 84.6

山田市民体育館 53 77.4 69.8 100.0 86.8

南吹田市民体育館 35 91.5 65.7 82.8 74.3

目俵市民体育館 44 97.7 84.0 97.8 90.9

中の島スポーツグラウンド 31 67.7 87.1 93.5 93.5

桃山台スポーツグラウンド 20 80.0 60.0 70.0 80.0

山田スポーツグラウンド 30 76.7 76.7 86.7 90.0

南正雀スポーツグラウンド 18 83.3 94.4 94.4 88.9

総合運動場 41 80.5 56.1 90.2 80.5

武道館 41 78.1 68.3 90.3 75.6

片山市民プール 41 65.8 68.3 90.2 70.8

練習や試合での

プレーのしやすさ

更衣室、シャワー、トイレ、

照明、音響など付属設備
駐車場の台数や広さ

スポーツの観戦や

応援のしやすさ
利用料金

開館時間 予約・利用の仕方 職員の応対等 アクセスのしやすさ
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⑫施設利用に対する市民ニーズ 

○施設を利用する際に考慮する条件として、全体では「料金が安い（無料を含む）」や「自宅か

ら近い」が高くなっています。なお、施設利用者やスポーツ関係団体など、施設の利用頻度

の高い調査対象の場合、「安心して利用できる」や「長年利用している」が高くなっていま

す。 

○施設の在り方については、全体では「身近に利用できるように施設を増やす」が高くなって

いますが、施設利用者やスポーツ関係団体など、施設の利用頻度の高い調査対象の場合、「施

設の設備（空間・用具等）を充実させる」や「駐車場を広くする」の回答割合が若干高くな

っています。なお、スポーツ関係団体では「大会等が効率的に運営できるようにする」や「１

つの施設で多様な種目が実施できるようにする」といった回答の割合も高くなっています。 

 

■施設利用時に考慮する条件（市民・施設利用者・関係団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設の在り方について（市民・施設利用者・関係団体） 

 

 

 

 

 

 

  

51.1

47.3

28.6

12.1

11.5

2.7

28.6

63.7

66.7

40.5

12.6

35.9

4.0

8.2

55.7

51.4

48.1

25.1

45.9

7.1

2.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

自宅から近い

料金が安い（無料を含む）

安心して利用できる

予約が取りやすい（予約不要を含む）

長年利用している

その他

不明・無回答

市民(n=182)

施設利用者(n=499)

団体(n=183)

51.1

39.9

24.7

20.8

18.6

10.6

6.9

4.3

4.6

13.0

5.1

51.1

42.5

19.8

22.6

13.0

3.8

2.8

7.6

9.2

7.4

9.2

47.0

55.2

16.9

37.2

27.9

8.2

6.0

19.1

6.6

6.0

1.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

身近に利用できるように施設を増やす

施設の設備（空間・用具等）を充実させる

レストラン、シャワールームなど、

アフタースポーツのための施設を充実させる

駐車場を広くする

１つの施設で多様な種目が実施できるようにする

託児施設を設置する

観戦や応援がしやすい観覧席を充実させる

大会等が効率的に運営できるようにする

その他

特に望むものはない

不明・無回答

市民(n=624)

施設利用者(n=499)

団体(n=183)
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⑬スポーツ施策推進に必要なこと 

○今後力を入れるべきスポーツ施策については、市民調査・スポーツ関係団体調査ともに「年

齢や体力などに応じたスポーツを楽しむことができる場の提供」、「公共スポーツ施設の整

備・改修」、「スポーツ教室や競技大会などの開催」の順に高くなっており、ソフト・ハード

の両面から、ライフステージやレベルに応じて運動・スポーツを楽しむことができる環境が

求められていることがうかがえます。 

○市民調査では、「スポーツに関する広報・情報発信の強化」や「健康・体力相談やトレーニン

グ指導などのサービス提供」など、スポーツに関する情報入手や知識獲得がしやすい環境づ

くりを求める声も多くみられます。 

 

 

■今後力を入れるべきスポーツ施策 

 

 

 

 

 

  

51.0

33.7

27.7

22.9

22.6

22.4

17.9

17.1

11.7

9.6

8.2

4.5

3.2

2.9

1.6

3.8

5.0

52.5

37.7

31.1

18.6

14.8

15.8

24.6

26.8

10.4

4.9

22.4

3.3

14.8

0.5

2.2

0.0

1.1

0％ 20％ 40％ 60％

年齢や体力などに応じたスポーツを

楽しむことができる場の提供

公共スポーツ施設の整備・改修

スポーツ教室や競技大会などの開催

健康・体力相談やトレーニング指導などのサービス提供

スポーツに関する広報・情報発信の強化

公園や他の公共施設との連携

地域のスポーツクラブの育成・支援

学校体育施設の開放

コーチなどの指導者の養成

世界選手権大会など大規模なイベントの誘致・開催

スポーツを通じた交流の推進

プロスポーツチームの創設・招致

指導者を紹介・活用する制度の充実

トップレベルチームへの支援

その他

特に力を入れるべきものはない

不明・無回答

市民(n=624)

団体(n=183)
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（３）スポーツ推進に向けた課題の整理 

○子供から大人まで気軽に身近にスポーツに取り組める環境 

本市では、週１回以上のスポーツ実施率が国より高く、現役で働いている世代でも多くの方

がスポーツに取り組んでいます。 

しかしその一方で、本市の子供の体力・運動能力は低下傾向にあり、全国の平均値を下回っ

ています。また、就労・子育て世代では仕事や家事や育児のためにスポーツに取り組む時間が

取れないこと、シニア世代では加齢による運動意欲の低下など、それぞれのライフステージご

とに異なる要因でスポーツを実施できていない市民もいます。 

全ての市民のさらなるスポーツ実施率の向上を目指すには、子供の頃からスポーツに親しむ

ことができる環境づくりとともに、ライフステージにあわせて「気軽に」「身近に」スポーツに

取り組めるような機会や環境、情報を提供することが大切です。 

 

○多様化するスポーツのニーズへの対応 

近年、ライフスタイルの多様化やＩＣＴなどのデジタル技術の進展、世界的な大規模スポー

ツイベントの開催などにより、スポーツも多様化が進み、パラスポーツやアーバンスポーツ、

e スポーツなど、これまでにない新たな種目や楽しみ方が広がっています。それに伴い、スポ

ーツに関する取組やスポーツ施設に対するニーズも多様化しています。 

なかでも、アーバンスポーツやパラスポーツについては、東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピックの影響もあり、関心が高まっていますが、市内での実施環境は充実しているとはいえ

ないため、市民ニーズを把握しながら実施場所の確保に向けた取組が必要です。 

 

○プロスポーツチームやトップアスリートとの連携 

ガンバ大阪をはじめとするプロスポーツチームや本市ゆかりのトップアスリートは、多くの

人々を惹きつける魅力的な資源です。これらの本市が誇るトップレベルのスポーツチーム等の

存在や活躍は、競技スポーツの魅力や親近感、選手へのあこがれを感じ、スポーツへの関心や

興味が高まるきっかけとなるため、幅広い分野での更なる連携の視点も重要になります。 

 

○「みるスポーツ」にも対応した施設整備の推進 

市内の多くのスポーツ施設では、観戦や応援のしやすさについての満足度が低くなっていま

す。スポーツ観戦は最も気軽にスポーツに親しむことができるものであり、観戦者に夢や感動

を与え、スポーツへの関心や実施意欲を高めるだけでなく、観戦者同士の一体感やコミュニケ

ーションの促進、仲間づくりなどつながりの創出も期待できます。 

今後の施設整備においては、みるスポーツも意識し、バリアフリーやユニバーサルデザイン

を踏まえた改修をはじめ、誰もが利用しやすく観戦しやすい環境を整える視点が大切になりま

す。 
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○スポーツをささえる人材の確保 

地域や学校でのスポーツ活動の推進には、その活動をささえる指導者やボランティアなどの

担い手が必要不可欠です。しかしながら、本市では、市民のスポーツに関するボランティアへ

の参加率が国に比べて低くなっています。 

地域コミュニティの希薄化や少子高齢化等、地域や学校のスポーツを取り巻く環境が大きく

変わる中で、市内のスポーツ関係団体では会員やボランティアなどの担い手の確保・定着が、

また、学校では教員の働き方改革などが課題となっています。 

指導者やボランティア等の担い手確保にあたっては、講座や研修等による人材育成や資質向

上をはじめ、地域の人とのつながりの創出ややりがいなどの魅力発信、継続的な活動の場の提

供などとともに、民間事業者等との連携も視野に入れた様々な取組が必要です。 

 

○スポーツ施設の老朽化と多様なニーズへの対応 

既存のスポーツ施設の多くは、設置から長い期間が経過しており、老朽化への対応が大きな

課題となっています。また、競技種目やスポーツ施設に対するニーズも多様化していることか

ら、身近にスポーツに親しむことができる施設としての機能を維持しながら、バリアフリーや

ユニバーサルデザイン、熱中症予防等の観点に加え、長期的な目線で市民ニーズに柔軟に対応

できるよう、多種目・多目的での活用を視野に入れた施設の運用及び整備・改修が必要になり

ます。 
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第３章 本計画の基本的な考え方 

１．基本理念 

Enjoy Your SUITAble Sports! 
 

スポーツは、人生をより豊かで充実したものにするために極めて大きな意義を持ってい

ます。スポーツを「する」ことには、楽しさや喜びに加え、心身の健全な発達や健康・体

力の保持増進、健康寿命の延伸など多様な効果があるとされています。また、「みる」こと

や「ささえる」ことを通してでも、スポーツの価値を享受することができ、人生を楽しく、

自分らしく、生き生きとしたものにすることができます。 

近年、人々のライフスタイルや価値観は多様化しています。同様に、スポーツにおいて

も、オリンピック・パラリンピックをはじめとする国際的な大規模スポーツ大会の開催や、

デジタル技術の進歩や普及などを背景に、分野や種目、かかわりの多様化が進んでいます。 

全ての市民が自身のライフスタイルや環境等に応じて、自分に合ったスポーツを生涯に

わたって楽しめることは、健康で活力に満ちた社会の実現にとどまらず、市民一人ひとり

の自己実現を支え、地域の新しい力の創造につながるなど、本市の魅力向上や持続的な発

展に大きく寄与します。特に、子どもの頃から楽しみながらスポーツに触れる習慣を身に

つけることは、心身の健全な成長だけでなく、大人になっても運動を続けることにもつな

がる重要なポイントになります。 

そこで、本市では、誰もがいつでも楽しみながら身近にスポーツとかかわることができ

ること、誰もが自分に合ったスポーツとのかかわり方を見つけられるようにすることを最

大の目標に、「Enjoy Your SUITAble Sports!」を基本理念としてスポーツ推進に取り組ん

でいきます。 
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２．基本目標 

基本目標１ 【する】誰もがスポーツに親しめる環境づくり 

年齢や性別、国籍、障がいの有無等に関わらず、全ての市民がそれぞれのライフステージや関

心などに応じて、気軽に身近に安全に運動・スポーツに親しむことができるよう、多様なニーズ

に応じた施策の展開や環境づくりを進めます。 

 

基本目標２ 【みる】スポーツの魅力に触れることができる環境づくり 

市民のスポーツへの関心や実施意欲の向上にむけて、本市で活躍するトップアスリート等との

連携や交流を促進するとともに、スポーツ観戦環境の充実を図り、身近な場所で様々なスポーツ

の魅力に触れることができる環境づくりに取り組みます。 

 

基本目標３ 【ささえる】スポーツ活動を支える担い手づくり 

地域においてスポーツ活動を支えてくれる担い手の確保に向けて、ボランティアや指導者など

担い手の発掘や育成を図るとともに、活動の継続に向けた支援に取り組みます。 

また、民間事業者等を含む多様な担い手との連携を進めます。 

 

 

 

 

 

【つながる】スポーツで人と人がつながる 

スポーツは、「する」「みる」「ささえる」という様々なかかわり方において、人と人が活動を共

にすることで、楽しみや感動、やりがいなどを共有し、つながりや一体感を感じることができる

ものです。そのつながりがスポーツを継続するモチベーションや、さらなるスポーツ活動への参

加のきっかけとなりえます。 

３つの基本目標に関する様々な取り組みを推進していくことで、スポーツを通じた多世代の人

と人とのつながりを創出し、スポーツだけでなく幅広い分野に広がることにより、まちのにぎわ

い創出や地域の活性化を目指します。 
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第４章 具体的な取組 

基本目標１【する】誰もがスポーツに親しめる環境づくり 

施策１-１ ライフステージに応じたスポーツの推進 

 

 

 

生涯にわたってスポーツに親しむことができるように、子供からシニア世代まで、

それぞれのライフステージに応じて、スポーツを始めるきっかけやスポーツを実施

する機会、環境づくりに取り組みます。 

 

①子供 

子供の頃からスポーツに親しみ、楽しむことは、基本的な体の動かし方の習得や、体力向上に重

要な役割を果たすとともに、大人になってからも継続してスポーツに取り組みたいという意識の高

まりや、スポーツの習慣化にもつながります。また、達成感や自信、自主性や協調性の醸成など、

様々な面で精神の健全な成長にも大きく寄与します。 

子供の成長に合わせて、小中学校等と連携しながら、スポーツを始めるきっかけや、楽しみなが

ら継続できる機会と環境の充実を図ります。 

 

 「運動遊び」の機会の提供 

幼児期から体を動かすことが楽しいと感じ、自ら進んで運動をしたくなるように、遊びなが

ら体を動かす「運動遊び」ができる機会を提供します。 

 

 「運動遊び」ができる施設や設備の整備 

幼児期から楽しみながら体を動かす「運動遊び」ができる施設や設備を整備します。【施設整

備方針へ】 

 

 小中学校でのスポーツ活動の充実 

児童・生徒の体力等について現状を把握し、楽しみながら基本的な体の動かし方の習得と体

力の向上を図り、日常からスポーツに親しむ児童・生徒の増加を目指します。 

 

 成果を発揮する機会の充実 

子供がスポーツを続けるためのやりがいや意欲を高めるために、日頃の練習や活動の成果を

発揮できる機会づくりに取り組みます。 

施策の方向性 
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②子育て世代、就労世代 

子育て世代や就労世代の人は、育児や仕事などにより、日常生活の中でスポーツを実施する優先

度が低くなりがちです。そこで、スポーツにまとまった時間がとれないなかでも、親子で参加でき

たり、育児の合間や就労後の夜間などに短い時間でスポーツができる機会の充実を図ります。 

 

 親子で体を動かせる機会の充実 

子供と親が一緒に楽しみながら体を動かすことができる環境や機会を充実させます。 

 

 日常生活で取り組むことができるスポーツの啓発 

育児の合間や、通勤時間、休憩時間等に取り組めるスポーツを発信し、日常生活においての

スポーツ習慣づくりを促進します。 

 

③高齢者 

高齢者にとってスポーツは、フレイル予防や介護予防などの身体の健康づくりだけでなく、仲間

づくりやいきがいづくりなどのこころの健康づくりにもつながる重要なものです。高齢者がいつま

でも健康で継続してスポーツに取り組める機会を提供します。 

 

 高齢者が日常的にスポーツをできる環境づくり 

高齢者の健康づくりや仲間づくりに向け、日常的にスポーツに取り組み続けることができる

機会や環境づくりを進めます。 

 

 高齢者向けスポーツの発信 

体力に不安があったり運動意欲が低下している高齢者でも、無理なく取り組むことができる

スポーツの普及啓発を図ります。 

 

  



30 

 

施策１-２ 身近な場所でのスポーツ活動の支援 

 

 

 

スポーツ施設だけでなく、公共施設や公園等、あらゆる資源を有効活用し、市民が

身近な場所で日常的にスポーツに親しむことができる機会や環境の充実を図りま

す。 

 

①地域スポーツの促進 

地域スポーツは、市民の健康づくりだけでなく、地域住民の交流の場として地域の一体感を高める

大きな役割を担うものです。スポーツ関係団体と連携しながら、「する」「みる」「ささえる」など、

様々な立場で市民がかかわることができる地域スポーツの促進に取り組みます。 

 

 地域でのスポーツイベント等の開催支援 

スポーツ関係団体と連携しながら、幅広い世代の市民が身近な地域で参加することができ、

地域住民の交流を促進するきっかけとなるレクリエーション大会やスポーツ教室、スポーツ

イベントなどの開催を支援します。 

 

②身近な場所でスポーツができる環境の整備 

 日常的にスポーツに親しむためには、身近にスポーツができる場所があることは重要な要素です。

スポーツ施設の適正な管理運営やサービスの充実などによって、より安全・快適にスポーツを楽し

める環境の向上に取り組むとともに、様々な資源を有効活用しながら市民の身近なスポーツ環境の

充実を図ります。 

 

 スポーツ施設等の利用促進 

市民体育館やスポーツグラウンド、市民プールなどについて、維持管理や修繕、設備更新な

どを適切かつ計画的に行い、市民の身近なスポーツの拠点として利用を促進します。 

 

 学校体育施設の開放 

身近な地域でスポーツができる環境として、小中学校のグラウンドや体育館（屋内運動場）

の開放の充実を図ります。 

 

 民間スポーツ施設との連携の検討 

持続可能なスポーツ環境の維持・充実のために、市内にある民間スポーツ施設やフィットネ

スクラブ等との連携のあり方について調査・検討を進めます。 

 

施策の方向性 



31 

 

③スポーツ情報の収集と発信 

市民が身近な地域でスポーツに参加できるようにするためには、多様な媒体でスポーツに関する

幅広い情報を届けることが必要です。地域で実施されている多くの取組等について情報提供の充

実に努め、市民が地域スポーツ活動に参加しやすい環境づくりを進めます。 

 

 スポーツイベント等の情報収集と発信 

各地域や施設で実施されるさまざまなスポーツ教室や大会、行事等の情報を収集し、積極的

な発信に取り組みます。 

 

 取り組みやすいスポーツの情報発信 

ニュースポーツやレクリエーションスポーツなどの誰でも参加しやすい種目や、自宅や公園

などどこでも取り組むことができる運動などの情報発信を強化し、スポーツ活動のきっかけ

づくりを進めます。 
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施策１-３ 多様なニーズに対応したスポーツ環境の充実 

 

 

 

スポーツに関する取組やスポーツ施設に対する市民ニーズの変化に柔軟に対応で

きるよう、誰もが様々なスポーツに親しむことができる環境を充実させます。 

 

①障がい者スポーツ 

障がいによってスポーツを始める機会や、継続する機会が限られてしまうことがないように、障

がいのある人がスポーツに親しむきっかけづくりの充実や、障がいの有無にかかわらず一緒にスポ

ーツを楽しむことができる環境づくりを進めます。 

 

 障がいのある人のスポーツ機会の充実 

障がいのある人が、自身の興味や関心に合わせてスポーツに親しむことができるよう、誰も

が障がい者スポーツの魅力や楽しさを実感できる機会の充実を図ります。 

 

 スポーツ施設のバリアフリー化 

障がいのある人が安心・安全にスポーツを楽しむことができる、利用しやすい施設を目指し、

大規模改修や再整備にあわせて、バリアフリー化やユニバーサルデザインの採用を推進しま

す。 

 

 インクルーシブスポーツの普及啓発 

障がいのある人もない人も一緒にスポーツを楽しむことができる、インクルーシブスポーツ

の考え方の啓発や、実施機会の提供を進めます。 

 

②新たなスポーツ（アーバンスポーツ等） 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機に、若い世代を中心にＢＭＸやスケートボード、

スポーツクライミングなどアーバンスポーツが注目されています。また、オンライン環境でのスポ

ーツ指導や、動画配信サービスを活用した運動の紹介、e-スポーツなど、デジタル技術を活用した

スポーツの取組も広がりつつあります。 

 

 アーバンスポーツ等の実施場所の検討 

スポーツ施設や公園等、既存の資源を有効活用し、アーバンスポーツなどの新たな種目を実

施できる場所の確保を検討します。 

 

 デジタル技術を活用したスポーツとのかかわり方の検討 

AR・VR などのデジタル技術を活用したスポーツ推進や、eスポーツなどのこれまでになかっ

施策の方向性 
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た新たな分野とのかかわりや支援のあり方について、社会動向や他自治体の取り組みを注視

し、検討していきます。 

 

③多様なスポーツに対応した施設の整備 

 スポーツの楽しみ方や種目の流行等の変化に伴い、求められる施設や設備等も大きく変化します。

新たな種目等に対する市民ニーズに柔軟に対応していくには、長期的な目線をもち、様々な種目の

受け皿となることができるスポーツ施設の整備を進める必要があります。 

 

 多種目・多目的で利用できるスポーツ施設の整備 

新たな種目等に対する市民ニーズに柔軟に対応することができるよう、多種目・多目的での

利用を想定し、柔軟な活用ができる施設の整備を進めます。【施設整備方針へ】 
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基本目標２【みる】スポーツの魅力に触れることができる環境づくり 

施策２-１ トップアスリートとの連携の促進 

 

 

 

ガンバ大阪をはじめとするトップアスリートと幅広い分野で連携する取組を進め

ることで、「みる」スポーツの活性化だけでなく、市民のスポーツへの参加促進を

図ります。 

 

①ガンバ大阪との連携 

本市は、ガンバ大阪のホームタウンとしての地域性を生かし、市が率先してガンバ大阪を応援する

とともに、「ガンバ大阪のあるまち」であるという魅力を市内外に発信してきました。高い知名度や

発信力をもつガンバ大阪との連携をさらに強化することで応援機運を醸成し、「みる」スポーツの

活性化を図ります。 

 

 ガンバ大阪ホームタウン意識の醸成 

市内外に、吹田市はガンバ大阪があるまちであることを発信するとともに、市民のホームタ

ウン意識や応援機運を高める取組を推進します。 

 

 ガンバ大阪との交流の促進 

市内のイベントへの参加や子供向けのスポーツ教室の開催、高い発信力を生かした幅広い分

野での啓発活動など、ガンバ大阪との交流を促進します。 

 

②アスリートの支援と交流 

本市ではプロスポーツチームだけでなく、企業や大学をはじめ様々な場所で活躍するアスリートが

います。アスリートとの交流は、競技力や指導力の向上に加え、市民のスポーツへの参加意識の高

まりが期待できます。アスリートの継続的な活動を支援するとともに、市民とアスリートが交流す

る機会の創出に取り組みます。 

 

 トップアスリートとの交流の促進 

プロスポーツチームや企業チーム、大学生などさまざまなトップアスリートと市民の交流を

促進します。 

 

 アスリートの活動支援 

アスリートの全国大会等の参加を支援するほか、優秀な成績をあげた市民や団体の表彰を行

うことで、選手のモチベーション向上や競技スポーツの活性化を図ります。 

施策の方向性 
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 本市にゆかりのあるアスリートの情報発信 

本市にゆかりのあるアスリートの活躍を発信することで、アスリートを応援する機運を醸成

します。 
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施策２-２ スポーツを観戦する環境の充実 

 

 

 

プロスポーツやトップアスリートの試合の観戦だけではなく、家族や仲間が参加す

るより身近なスポーツの応援や観戦など、市内で開催する様々なレベルのスポーツ

において、観戦機会や観戦環境の充実を図ります。 

 

①スポーツ観戦がしやすい施設の整備 

本市には、ガンバ大阪のホームスタジアムであり、J リーグや国際試合などが開催されるパナソニ

ックスタジアム吹田（市立吹田サッカースタジアム）があり、多くの人が観戦に訪れています。一

方で、学生が参加する大会や、市長杯などの地域スポーツが開催されている、体育館等のスポーツ

施設については、観戦環境が十分に整っているとはいえないことから、スポーツの観戦や応援がし

やすい施設の整備を進めます。 

 

 スポーツ施設の観戦環境の充実 

みるスポーツを意識し、スポーツ施設のバリアフリー化やユニバーサルデザインの推進、観

客席の設置等、誰もが快適にスポーツ観戦できる環境を整備します。【施設整備方針へ】 

 

  

施策の方向性 
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基本目標３【ささえる】スポーツ活動を支える担い手づくり 

施策３-１ 多様な担い手の確保と連携 

 

 

 

市民のスポーツ活動を持続的に支援するために、指導者やボランティア、スポーツ

関係団体の人材確保を進めるとともに、民間事業者を含む多様な担い手との連携を

進めます。 

 

①スポーツ関係団体の支援と連携 

本市では、「社会体育リーダー協議会」や「各地区体育振興（協議）会」、「スポーツ推進委員会」、

「吹田市体育協会」など多くのスポーツ関係団体が、身近な地域で市民のスポーツ活動を支えてい

ます。地域スポーツにおいて重要な役割を担うスポーツ関係団体の持続的な活動に向けて、人材確

保や資質向上の支援をしながら、連携した取組を進めます。 

 

 スポーツ関係団体の活動の支援 

スポーツ関係団体が継続して活動することができるように、団体の活動や人材確保を支援し

ます。 

 

 スポーツ関係団体の活動の発信 

スポーツ関係団体の活動や取組について発信し、地域スポーツを支える活動への関心や参加

意識の醸成を図ります。 

 

②指導者やボランティアの養成 

市民の地域でのスポーツ活動をささえる担い手である、スポーツ指導者やスポーツボランティアの

人材確保に向けて、講座や研修などによる人材育成や資質向上に加え、やりがいや活動意欲を維持

するための活動機会の充実を図ります。 

 

 講座等による人材育成と資質向上 

様々な競技種目やレクリエーション等について、正しい知識と技能を備えたスポーツ指導者

やスポーツボランティア等を養成します。 

 

 指導者やボランティアの活動機会の充実 

スポーツ関係団体と連携し、スポーツボランティア活動を体験する機会や、楽しみややりが

いを感じながら継続的な活動ができる機会の充実を目指します。 

 

施策の方向性 
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③民間事業者や大学との連携 

市民ニーズに迅速に対応しながら、スポーツ環境の充実を図るためには、担い手を行政やスポーツ

関係団体に限定せず、専門的にスポーツ活動を支援できる民間事業者等との連携を進めることが効

果的です。 

スポーツのすそ野の拡大に取り組む市と、専門的で質の高い指導のノウハウや豊富な人的資源を確

保・提供できる民間事業者の両者で、市民のスポーツ活動を支えることによって、効果的なスポー

ツ支援や競技力の向上を目指します。 

 

 民間事業者との連携 

地域や学校でのスポーツ活動において、専門的で質の高い指導者の確保や、民間事業者のノ

ウハウを活用したスポーツ環境の充実に向けて、民間事業者との連携のあり方を研究します。 

 

 大学との連携 

本市の強みである市内大学との連携を強化し、市民と大学がスポーツにより交流しながら、

大学の人的資源や知見を活用したスポーツ活動の充実を図ります。 
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第５章 計画の推進にあたって 

１．実施体制 

本計画は、スポーツ分野だけでなく、教育や福祉等、行政の様々な分野に関連するものである

ため、都市魅力部を中心に全庁的に連携を図りながら目標達成に向けた取り組みを推進します。 

また、行政だけでなく、市民、スポーツ関係団体、学校、民間企業などが互いに連携を図りな

がら、総合的かつ効果的な計画の推進を図ります。 

 

２．進行管理 

本計画は、計画（ＰＬＡＮ）、実行（ＤＯ）、評価（ＣＨＥＣＫ）、改善（ＡＣＴＩＯＮ）に基づ

く進行管理（ＰＤＣＡサイクル）によってマネジメントすることとし、定期的に事業の実績や成

果を取りまとめ、分析・評価を行ったうえで、必要に応じて事業や計画の見直しを行うことで、

円滑な推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLAN（計画） 

 
計画の策定 

DO（実施） 

 
計画に基づく事業の実施 

CHECK（検証） 

 
事業の効果検証・課題抽出 

ACTION（改善） 

 
施策や事業の見直し・改善 


